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S u m m a r y

Effccts()[ diffcrent ctltting of icaf biadc on truit gro、vth and quality and surlmclカ

s h ( ) ( ) t  s p r o u はn g  w げc  i n v c s d g a t e d  b y  e i n p l o y i n g  s a t s u n l a  m a n d a r i n ( 6 材とァ‐J s ど, S カメ」M a r c .

c v . M i y a g a w a  w a s e ) . T r e a t n l c n t s  i n c i u d c d  l ) l o n g i t t d i n a l  c u t h n g  a l o n g  n l i d r i b  o f

l c a f  b l a d c、 2 ) t r a n s v e r s e  c u t h n g  a t  e q u a t o r  p o r t i o n  o f  i c a f  b l a d e ,  3 ) a l t c r n a h v e

rcnl()val of a 、vholc lear bladc al()ng shoots tO enstire a lcをlf―al本ca/frllit ratio sinlllar t()

thc abovc p10ts, and 4)untrcated control. Leaf/frtlit ratio of all thc trccs was ad‐

justcd to l :25 bef()rc thc start of expcrinlcnt. Tllcrcfol‐c, the forrllcr threc pl()ts had

about orlc half of lcaf‐arca/fruit ratio of tlle tlntreatc(l controi trees. The fruit gro、vth

、vas nl()st cxCCllent and Brix c()ntcnt at harvcst was l()、′cst in the altcrrlativc rcmoval

of a 、vh()lc lcaf bladc  Thcrc 、vas no difrcrcncc in titratablc acid content anlong tlle

treatmcnts. Sunlmcr shoot sprotiting was grcatcst ill the plot of alternative rcilloval of

a 、vhole lcaf bladc, followed by the tlansvcrse cutting plots. Thcse rcsults indicatc

thをヽt thCrc arc sonlc differcnt ftinctions in tree p1lyslology beと、vecn the distal and basal

porti()n of lcaf bladcs

H

ミカンなどの果構を栽培するにあたつて、業は光合成や蒸散など非常に重要な役害」を呆たしている

ム51。しかしながら、同じ一枚の業でも部位による機能の違いがあることが考えられる。そこでここ

では温州 ミカンを翔いて
一樹あたりの葉面積を同程度にし、業を葉脈の中央脈に対 し平行に切 り1/2

した区、業を中央脈に対し直角に切り1/2し た区、 2枚 に 1枚 の葉を切ることで全体の葉数を半分

にした区を設けこれらの処理が構体生長や果実生長及び呆実の品質におよぼす効果を調査したので幸R

告する。

緒
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材料及び方法

本調査の供試材十十‐には本学附属農場で栽培されている成木の
`常
川早生
'温
州 ミカン構を用いた.

処理区として業を葉脈の中央脈に対し平行に切り1/2し た縦切り区、業を中央脈に対しFユ角に切り

1/2し た横切り区、全体の葉数を半分にした 2枚 に 1枚切る区、対照区として業を切らない無処理

区を設け、各処理区それぞれ 3樹 とした.各 処理区の業の処理方法を第 1図 に示す.な お、この実験

における無処理区の葉呆比は25である.従って、処理区の実面積は無処理iXのほぼ半分となっている.

また調査項Hと して 7月 5日 から収穫日の1]月8日 までの呆実の肥人生長、 9月 20日から収権日の

1]月81Jまでの呆実の粘 ・酸の含有量、 9月 3日 から10月25「1までの呆実の裂呆数、 8月 23日におけ

る_rtl秋梢の発生数の 4項 目を設けた。まず、呆実の肥大調査はそれぞれの樹毎に10呆ぞれぞれの呆実

の直径を測定した。糖 ・酸の合有曇はそれぞれの樹より1栄採取 し、糖は'』折糖度計で、酸は呆汁 1

mlを0.lN NaOHで 滴定しクエン酸含量に換算 して求めた。呆実の裂果数についてはそれぞれの構に

おいて裂呆した呆実の個数を数えた。夏秋梢の発生数については 8月 23日にそれぞれの樹で夏秋梢の

数を数えた。

横に半分切る区 縦に半分切る区 2枚 に 1枚 切る区 無処理区

第 1図 葉 の切断方法

結 果 及 び 考 察

第2図の肥大手の推移を見ると2枚に1枚切る区の呆実が最も生長している。ついで統切りIXで償
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第 2図  流 州 ミカンにおける☆身の切断方法の違いが呆実の肥大卒に及13~す影響
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れていた. 1呆に対する宗面積が′1 きヽいほと
ぐ
収星が少ないことがわかっている

は実的「積の減少により呆実の生長が促進されることがわかった|

第 3四 の多と呆数の推杉を見ると、どの処理区とも有意差はない.し かし、 9月 13日から9月 20 Flの

をと呆教では仕長が小きい横切|)にと無処理区が多くなる傾向があった.裂 来は呆実が夏の高i胤乾燥に

きらされた場合、来皮祖キ哉は強い直射同光に当たるため肥大生長力が損なわれるが、呆肉組織は呆皮

組織に保護されているために生長力を保持できるため、呆皮は内側から作H!する呆内組織 の膨|千:に高」

えきれずに多せけることで起こる
1‐
.こ のことから、横切り区と無処理区では米内組織の生長力が損な

われることはなかったが、縦切十)区と2枚 に 1枚切る十(で は何らかの影響で呆内和ネ哉の生長力が損な

われたと考えられる.
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第 3図  i孟州 ミカンにおける葉身のLJ」断方法の違いが裂呆に及ぼす影響

第 4図 の夏秋梢の発生数を見てみると、明らかに横切り区と2枚 に 1枚切る区で夏秋梢の発生数が

多くなっている。この 2つ の処理区に共通している点は、業の先端部を完全に除去しているというこ

とである。統切り区に比べて横切り区で夏秋梢の発生が多かったことから、葉身の先端を除去すると

側芽のサイトカイエンの濃度が高まるのかもしれない
11。
従って、業身の先瑞部と基部には機能に遅

いのあることが明らかである。
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緩切り区 横切り区   2 枚 に1 枚切る区  無 処理区

処理 区

第 41コ 温 州 ミカンにおける莱身の切断方法の違いが夏秋梢の発生に及ぼす影響
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第 5「』に糖含量の推移、第 6図 に酸含量の推移を示している、糖含量では2枚 に1枚切る区以外
の

処理区には有意差はないが、 2枚 に 1枚 切る区だけは他の処理区と比べると糖含量が低
い。しかし、

酸含量ではどの処理区とも有意差は無かったっこのことから、糖については葉果比が密接に関係し
て

いるが、酸については莱果比に関係が無いものと考えられる。

9/20   9/27 10/4  10/11  10/18  10/25  11/1

月/日

→ 縦切り区 手 横切り区 ‐ 2枚に1枚切る区 → 無処理区

第5図  温 州ミカンにおける葉身の切断方法の違いが呆実の糖含量に及ぼす影響

9/27   10/4   10/11  10/18  10/25   11/1

月/日

‐ 2枚 に1枚切る区→ 縦切り区 +横 切り区 ‐ 2私 に1秋切る区 →

第6図  温 州ミカンにおける菜身の切断方法の違いが果実の酸含量に及ぼす影響

葉身の切断方法の違いが果実の肥大生長、品質及び夏秋梢発生に及ぼす影響について
`宮
川早生
'

温州 ミカン樹の成木を用いて調査した。呆実と葉面積の比率が処理区で同じくらいにするため、 1)

中央脈に沿って平行に業身を縦半分に切る区、 2)葉 身を中央で横半分に切る区、 3)2枚 の実のう

ち一枚葉を切る区、4)何 も処理しない無処理区を設けた。業呆比は実験開始時すべての構において

25葉としたc従 って、果実と葉面積の比率は 3つ の処Fl「区では無処理区の半分になっている。 2枚 に

要摘
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1枚明る|てでは、呆実の肥大成長がもっとも大きく、収穫後の糖含量では最も低かった。夏秋梢の発

生は2枚 に1枚切る区で最も大きく、次いで横切り区で多かった。この結果より葉身の先端部と基部

には生理学的に違いがあることが明らかである。
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